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( オキクルミが 妻の姿を人に 見られて怒った 話 ) 
                                  した・貧乏ですから ， つ 
ぶれかかった 家に住んでいました・ 飢僅 になって食物もなくなったときに ，オ 
キクルミ神の 奥様が海産物の 食糧を配給しに 村 じゆうを配り 歩きました・その 
村の下のはずれに 住む貧乏人夫婦のところにも 鯨の脂肉を持って ， 窓から差し 
出したときに ，そのオキクルミ 神の奥様が鯨の 脂 肉 をつかんて，窓から 差し出 
したときに，その 手を見ますと ，とてもきれいな 白い手を差しのべましたので ， 
貧乏人夫婦は ， 
「 ( その手が胎内よりも ) 一体どんな顔をしたものの 手がこんなに 美しいの 
だろう ら 
と ，貧乏人夫婦は 話し合いました  
こう言って相談しました・ 
どんな体つきをしたもので ， その手が美しいのだろう・ その手を両方から ， 
脂 肉を入れるとき ，つかんで引っ ぼ れば，体を見ることができるから ，そのよ 
うにしようと ，貧乏人夫婦は 相談しました・ 
そして， 村 じゅうに，まだ 日が出る双から ，そのオキクルミ 神の奥様が， 鯨
の 胎内を家ごとに 配りながら下って 来たのですが ，その貧乏人夫婦の 家で，ま 
た，窓から鯨の 脂 肉 をつかんで手を 差し出したときに ，貧乏人夫婦は 両方から 
待ち ぅ けていたものですから ，その胎内をつかんだ 手の腕を，ふたりして 両方 
からつかんで 引っぽりました． 
すると，東側の 床の上で，小さいシャチが 身もだえました． 
すると，その 貧乏人夫婦の 家の上で，バリバリッ と 大きな音がしました・ 雷 
が落ちたのでした． 
すると，その 貧乏人夫婦は 気絶して，人事不省になりました． 
















































































「どうしてか ，村の下のはずれに 雷が落ちた・ 
雷の音もしないときに ，雷が落ちたらしい 昔がした ぞ ・ 
貧乏人夫婦が 神様の各めを 受けることをしたのでなくて ，こんな音がする 
の た ろ うか ㍉ 
と ，村長が言いました・ 
そして，若者たちを ，その貧乏人夫婦の 家 へ， 走らせましたところ ，貧乏人 
夫婦はふたりして 気絶していました  
そして東側の 床の上に，オキクルミの 奥様が配った 脾肉 がポイと 捨ててあ り 
ました  
ですから，オキクルミ 神から村長の 奥さんへ， 次のように夢を 見させまし 
た 」  
「人間の村が 飢 鍾 になって，人間をかわいそうに 思い ， 私の村を憐れに 思っ 
たので，海の 神様の娘を妻にしていたのだったが ，貧乏人夫婦が 私の妻の腕 
をつかんで， 副 っばったので ，妻はシャチだから ，東側の床の 上に現われた 
体を，貧乏人夫婦は 見たのだ・ 
そのことに，オキクルミ 神が腹 を立てたので ，もうこれからは ， 脂 肉を人 
間に配り与えさせないから ，貧乏人夫婦をどこか ，他の川筋へでも 他の村へ 
でも，追い出しでもして ，そうしたら ，またお前たちに 食べさせるが ，そう 
でなければ，胎内をお 前たちに食べさせないぞ」 
と，村長も夢を 見，奥さんも 夢を見ました・ 
それから村の 下のはずれに 住む貧乏人夫婦は 追い出されても ，そこへ行って 
食べる所もなく ，住む所もないものですから ，神様におわびをしました・ オキ 
クルミ神に村じゆうが 御幣を削って ， 酒を作って，おわびをしました   
ですから， それから，また ，オキクルミ 神の奥様は脂肉を 配りました・けれ 
ども，その，貧乏人夫婦は ， 各 めを受けるようなことをしたために 食べさせて 
もらえませんでした・ですから ， 
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「貧乏人はよくしてやると ，悪い心，その 悪い心のせいで ， よい心をもっ 
ている金持も ，貧乏人夫婦のとばっちりを 受け， 各 められ，物をもらえず ，神 
様がかえりみてくれないのだから ，貧乏人というものは ，決して憐れむもの 
ではないぞ」 
と，村長が言いました・それで ，平政では，本当の 貧乏人ぼ隣れまれないので 
す ． 
と平 取の長者がいましめの 話をしながら ，年老 v 、 て 死にました   
注 ) オキクルミの 妻が食糧を配り 歩いて，姿を 見た心のよくない 者を罰する話は 多くの 
パリ エー ションをもって 道内に広く伝えられている・ 日高砂流地方でほ ，砂流刑と額 
平川の合流点にオキクルミの 居城があ ったと言い伝えられている㏄アイヌ 伝統音楽 d 
p.439). また，似た話が コ ロボックル伝説としても 伝えられている ( 武隈 徳三郎 亡 ア 
イヌ物語』 p. 7). 
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